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第３１回例会１９７９年２月１日（木）晴第37号
会長テーマ友情の輪をひろげよう

司 会 芦 田 副 会 長一

結成以来核となって和を求め，結束を固め，地につい
た活動を指導して来られたあなたは，幽明界を異にされ
ました。食事もとれない程の下顎の痙痛を押えながら，

適確な指示をされていた御姿が今も眼に浮びますｃ大和
中ロータリークラブはあなたのターゲット「友情の輪を
ひろげよう」のもとに団結し勉強しています。最後まで
心配されていた「認証状伝達式」も立派に執り行ない，
更に着実な歩みを続けることでしょう。
どうぞ，御安心の上安らかに御永眠下さい。
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｣、堀‘撒助氏（川崎北RC) , ) IL幸男特別代表 誠に悲しい事ですが，１月23日矢野会長がお亡
りになりました。報告に先だち，ご冥福を祈り黙
祷 を 奉 げ た い と 存 じ ま す 。 黙 祷 -ビジタ三

上岡脚力君，高橋保君，北村ｲﾄ男君,（業Ｉｆ中），

1ﾉ+東佑ｌＩｷ君(I屯間),安藤忠夫君，小武倣郎君，

IIj水広｢与君，藤本学君，小沢IIH冶苗，有利正Iｿ河１，

iml野『､ﾙ腱君，中里11'[己芯，小栗孝1,1/I,小林脚lllt
" ,1 l , ' i l l l -1 l iハ- ,出縄ﾉ児君,"11( " - " , |M1川安ニ

ハ北|１I(敬二ハ･P村上八郎ハ，大津#If久"(人ﾎll)

｡水らくごり1吋気で療愛中でした宮之原公山が，全
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本日のプログラム（２月８日）
｢国際奉仕について」ｊ竜谷川達雄氏



快され，本日より例会へ出席できるようになり
ました、

宮之原会員
皆さんこんにちは。久しぶりで例会に出席でき
るようになりました。永い間病気で休ませて頂
き，皆様に大変ご迷惑をおかけ致しました。又皆

様から御見舞を頂きイj.難うございました。お蔭様
で体電も２貫目腱増えました。岻谷先4ﾐには大変
におllt話になり，入院，治擦と親身になってお|||:!活

頂き，これもロータリーのお陰です。入会して良
かったと思っております。今後は心機一転して噸
張りますので，よろしくお願い致します。

け多数のご参加をお願い致します。お返しと言っ
ては失礼ですが，黄クラブの時には私典も大然し
て参りますのでどうかよろしくお願い致します。

幹事報告
１）１月１８日，第２５９地区の会長，幹‘蔦新年懇親

会がありました。その際今年認証状仏達式をｲｊ

3RCの紹介とそのクラブの会長の挨拶があり
ました。日ﾄ!I!とクラブ名は次の通りです。

秦野中RC(３月25日),11,』水中RC(４月８日）

人和!|'RC(４月22B),伊勢1片沖央RC(水疋）

鷺沼RC (５月３日) ,鎌倉北RC (５ ﾉ 1 27 n )

描浜鶴峰RC(未定) , } !塚西RC (５月12日）
２）２月１０,１１,１２日の３Illii二宮の來保|刺で，

ライラについて講料会が|淵催されますので，少

なくとも各クラブ１名位の参加をお願いしたい

とのことでした。篭録料は３日間で6,0(X)I'jです。

参加される方は褒務局へご連絡下さい。

３）第６分区における１.G.F.の日稗が次の通り決

定致しました。
日時昭和54年３月10日（土）

場所三協会館（相模 l l i ( )

蟹録１２：３０～１３：３０

開会セレモニー１３：３０～１４:１0
フォーラム１４：２０～１６：１５

講評その他１６：２０～１７：００
懇 親 会 1 ７ : ３ ０ ～ １ ８ : ３ ０

奄録料¥3 , 0 0 0円，壷録〆切２月７日

ホストクラブ大和ロータリークラブ

この１.G.F.につきましては，大和RC河嶋会

長より全員登録の依頼がありましたので，ご協

力をお願い致します。
４）国際年次大会，ローマ大会への協力依纐があ

りました。相模原中RCの伊藤茂次期ガバナー

が国際ロータリー次期役嵐として参加されます

伊藤茂次期ガバナーを第６分区内からの多数の

参加により，力ずけて頂きたいとの依頼があり

ました。ご都合のつく方は是非参加をお願いし

ます。案内譜:を回覧します。

５) l ' J I木中RC ,岐阜加納RCより，認証状仏達

魚。先日の故矢野会長のお通夜，葬儀には当クラブ

員はじめ，大和RCの方々多数ご参ﾀllいたどき
ありがとうございました。
１月２５日に緊急理婁役員会を行い，後任の会長
に副会長の蜂屋良平君を，副会長には私芦田が

就任致しましたのでご報告致します。又埋‘暦に
欠員が出ましたので，社会奉仕担当理婁に亀谷
志郎君，職業奉仕担当理寝に寺田伍六君がそれ
ぞれ務める事になり，従来の委員会の方と兼任
で今後運営して頂きます。
。昨日大和市制20周年記念に当り，大和RCの道

岸幹宴，当クラブから私と長谷川幹‘傷が'ii役所
へ参り，樹木を一蕊寄贈致しました。時期をみ

て植えて頂く為に，目録だけを'ij長へ策し上げ

て参りました。
。２月９日に故矢野会長の社葬が行なわれますが

こちらの方へも多数ご参加下さい。
。１月24日，第６分区会長，幹事会があり，当ク

ラブの認証状仏達式の概要を申し上げ，ご協力
の要請致しました。
。本日は秦野中RCより認証状伝達式のご案内に

参られておりますのでこ公で一言ご説明をお願
い致します。

秦野RC代表
３月２５日に東海大学湘南校舎におきまして認証

状伝達式を挙行致します。すでに10名の仮發録を
頂いておりますが，新クラブという損で出来るだ

-



しい八千代１，洲金庫の会場，嬉しく思っ

ております。

大和RC占利会員小堀先生のお話をうかごい

に参りました。どうぞよろしく。

大和RC中里会幽しばらくぶりでお l l t 話にな

ります。良いﾄli話を期待しております。

人和RC I I I ' i l l l会幽今年初めておじやまいたし

ました。今後共，よろしくお願いします。

人和RC久し振りの会場なつかしさのあまりメ
ーキャップしました。どうぞよろしく。

大和RC土屋（鉾）会員先冊は貴クラブ家族

会で愚妻がおllt話になりましたｏ

長谷川幹‘)ｆ次男の結幡式が先[1無寝に終りまし

たので……。

岻谷会幽会員，宮之原さん全快されまして，今

[l出席されました。主治|矢として有能な

｜司氏が，今後活躍される雲を大変よろこ
ばしく思います。

小菅会瞳桜ケ丘地区の宮之原会員の全快を祝して。

宮之原公国長い間，休ませていた目いて申し訳

ありません。お陰様で元気になりました
ので心磯一転して頑張りたいと思いま

す。よろしくお願いします。

上田会員家族会には失礼いたしました。親峠の方

々のご努力に対しニコニコさせて頂きます。

寺田会員会社の若いものが，昨年末から新存に
かけ怠り,対のため，岻芥先堆に大変なおllt

ｉ活になり，お雌で数日前元気で退院させ

て頂きました。この頃は元気で作業に従
'lﾄ致しております。これもクラブで同職

させて頂いているお蔭で厚く御礼申し上

げます。

辻会幽今週の顔，ご紹介大変に良く再現さｊ
ており感謝いたします。

土1造さんの指は，火刑l中RCの(猶です。

今後共大‘)ｆにして下さい。

（大切な橋･･･…保険に加入したら，北砂

会員如何でしょうか？保険金額は？）

中西会幽誕生日３４才になりました。よろしく
お願いいたします。

式の案内状力31IIIきましたので|!III菟します。

６）研究グループ交換受入れの報告誉がkllきまし

たのでlul覧します。

７）ロータリー財団半期寄附額集計表がｈＩｌきまし

たのでIIII覧します。

８）第259地区の財|寸|委員長名で，財団奨学雄の

受付〆切が３月１日と残すところ１ケ月となり

ましたので，推せんの有無について問合せが参

りました。推せんされる方は乍急寝務局までお

申し出卜さい。
９）秦野中RCよりバナーを願きました。|''1覧し

ます。

10)当クラブの認証状仏達式の案内状ができまし

たので一邪づつお渡しします。お帰りの|喋幹福

までお出で下さい。
11)恐れ入りますがll皮矢野会長の香典の納入をお

願いします。

12)当クラブのバナーデザインが出来上りました
のでl''l覧します。

/ -

委員会報告
｡本日は会幽22名に対し22名のゲスト，ビジター

の方々がお出で下さり，例会を盛り上げていた

だきありがとうございます。
｡本日は次の方々のお祝がございます。

おi延4ｆ日中世ｉ功君（２月７日）

石渡英二側M.(２ノ１６n)
へ

スマイルBOX
秦野中RC高橋会風初めて参加させて頂きま

す。本日はチャーターナイト，キャラバ
ン隊の一凶として参"ll致しましたのでよ

ろしくお願い致します。

秦 野 中 R C 北 村 公 画 同 上

案野中RC上岡会員初めて例会に出l i ' i ' jさせて
いた買きます。

人和RC安藤会幽今年初めてメーキャップに

参りましたので．…“・

大和RC小武会員地区内優秀クラブの大和中
クラブへ出職させていたぎき又，なつか



ほしいと思う項は「社会に存在するありとあらゆ

る制度（組織）は，その組織が社会の求めに応じ
て出現し，社会の求めに応えて盛える。」という

宴です。ロータリーと呼ばれる社交クラブが，２０
枇紀初噸に出現し何故に盛えたか，社会の求めに
応えるエネルギーを組織から社会へ奉仕する，こ
れで盛える。しかし何一つ応える雲が出来なけれ
ば形はできてもやがては滅びます。長続きはしな
い。ロータリーが機えたのも伊達に盛えた訳でな

い。ロータリーのロータリーたる所以を原理的に
よく勉強して磯えているロータリーの線に戻して
いたどきたい。，舟い会費を払っておるのですから

その会費に価するだけの功徳をロータリークラブ
は各会幽に与えるだけの陳蠅的なものを侍ってい

ます。何故そこの原蠅のl附柳の良質の水を汲まな
いのかという燕を申し上げたい。
ロータリーの初まりは，職業人はお互いに心と心

を通わしていない，この問題を何とかしようとい
う事から，一つのl峨繩から一人だけ会員をとって
それらの少数の人達で心と心を通わせようという

言で作られたものです。それらの人達をみると金
持は一人もいない。そして２つの事を実行した。
１つは真面目な人間を入れる。もう一つは原価の
取引，職業上の脳った'屑があったら相談しよう。
これは相互扶助の原則です。これがあったからロ
ータリーは盛えた。初め貧乏だった者が裕隔にな

り，社会的にも認められるようになり，だんだん
と金持ちが入るようになった。
アメリカのロータリーが何故世界に対してこれ

だけ権威をふるえたか，皆んなで助け合い，力を

貯える。これをすると不況時に潰れない。同業者
を救う，潰れたもの公{耳建を手伝ってやる。クラ
ブのエネルギーがlltの為，人の為に使われたこと
になり，ロータリーはﾈt会的な功徳に支えられて，

世界に拡がった。日本のロータリーも戦前，戦
後，昭和35年城までは非常に1%1理を勉強したロー
タリアンが存在した。現在では本場のアメリカで
もRCが減っている。私は良質なロータリアンを
育てる'l；がロータリー通勤の将来の為に必要な$"
であり，地域社会もそれを蛾んでいると思います。

卓 舌一三口

「ロータリーとは」
ケストスピーカー小堀憲助氏（川崎北RC)

紹介：毘特別代表
小堀先生は中央大学法学部長，兼附属研究所長
をお務めになっておられ，川崎北RCの会員で，
ロータリーの理論，構造にかけては自他共に世界

の第一人者であられます。千種会という会を主宰
されており，日本全国を歩きご指導なさっておら
れます。又「ロータリークラブその理論と実態と

批判」という本の他，数冊のi論文をご発表されて
おられます。本日は新しいクラブという頂で，ロ
ータリーのいとぐちについて何かお話を伺いたい

とお願い致しました。ご清聴下さい。
小堀憲助氏
このクラブはできたばかりで未だチャーターナ

イトも終っておらず，初期の昏迷状態にあるクラ
ブだと理解しております。チャーターナイトはロ
ータリーが何だかも分らないロータリアンに少く

とも友愛の粘神を植えつける為には，こういう厳
しい作業をお良せつけるのが良いと，先輩ロータ
リアンが良く考えついたものだと思います。チャ
ーターナイトが終る前後，これが昨今のロータリ
ーにおけるたった一つのハイライトであると思う。

この作業によって心が通うようになって参ります。
たぎその後はどうかと申しますと，その後が良く

ない。こⅦ0年来日本のロータリアンは勉強が足
りません｡2 ,3年たつとマンネリ化してi l iなる

親睦団体になり，地区大会部門別協議会やI.G.F.
地区協議会等国際レベルで開かれていますが内容
が良くない。昔のロータリーは違っていました。

先日も昭和28年に四国で行なわれたI.C.G.Fの議
宴録が出て来たので読んでみると，朝から晩まで
ものすごい勉強をやっている。汁のロータリアン
は親朧の原蠅的基盤であるとか，奉仕については

厳しい勉強をした。岐近は余り勉強が出来ない。
地区の指導者と称する人達が勉強しないで11t俗の
諭卵に雌いて指導者になってしまう。私は今日の
ロータリアンにこれだけは頚の中に入れておいて

/ ̅ ､
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